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Abstract : Free and Open-Source Systems (FOSS) enable us to utilize various kind of applications in the field of 

science and technology.  OECD proposed the open data policy of the public data of the government in recent decade 

which allows us to use various open data of national and local governments which examples are satellite data and GIS 

as well as geological data as well as the statistics in world wide.  Using open data and FOSS, especially QGIS which 

provides various tools with many plugin applications, we can initiate the first step analysis of the region of interest with 

the minimum costs.  In this introductory lecture note, you will view some fundamental basis of QGIS with open data, 

especially with open satellite data.
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1．はじめに
Free open-source software（以降，FOSS）のメリットは，
無料であるというコストの課題より，自由に使うことがで
き，ソースコードを自分で確認・修正・追加することがで
きる点であろう．即ち，アルゴリズムがソースコードでど
のように実現されているのかがブラックボックスになっ
ているアプリケーション（以降，アプリ）とは異なって，
処理プロセスが検証できることはメリットになる．特に，
開発過程にあるアルゴリズムや，新しい理論による処理に
ついては，データがどんなに正確だったとしても，古いブ
ラックボックスが必ずしも結果の正しさを保証すること
にはならない．世の中で多く使われている統計解析は，結
果だけ見せられても，その処理過程がブラックボックスで
ある限り，疑問に思われても仕方がない．そのため，「R」
などのFOSSが発達し，多くのボランティアにより，新し
い処理アルゴリズムが追加され，検証されている．それだ
け信頼性が高いともいえる．
地理情報システム（以降，GIS）は結果が図で表示され，
見え易いために，データをブラックボックスのアプリで処
理した結果の可否も見えやすい．特に，GISは曲がった3
次元的な面である地球表面を平面投影するため，様々な図
法を用いるので，使い方に問題があると，結果も不適切に

なる．
誤りのないGISの普通の使い方を実施するには，GISの
処理プロセスを適切な方法で行う必要がある．元になる
データの考察も必須である．しかし，衛星画像を含めて広
い意味の地理情報は，歴史的な投影法で記述されることが
あり，必ずしも，推奨されない内容で投影されることも少
なくない．これを適切に処理するには，メタデータ（デー
タの記述）を正しく処理する必要がある．GISでは頻繁に
メタデータを参照して，処理プロセスが間違いないこと
を，いくつものステップで確認しながら進めることが多
い．このようなGISの処理プロセスに習熟するには，まず
標準的な，あるいは教科書的な使用法に慣れることが推薦
される．
この講座では，FOSSアプリをダウンロードして，適当
なOSにインストールし，一般的なメニューとアイコンの
使い方を紹介して，open dataのダウンロードとその使い方
の初歩を学ぶことにする．QGISが使える一般的なOSは，
Linux, Windows, MacOS（FreeBSD）などがあるが，ここで
はユーザの多いWindows OSについて記述する．
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2．QGISのダウンロードとインストール
2-1．ダウンロード

QGISのダウンロードURLからインストールするOSに
適切なインストーラを選択してインストールする（QGIS, 

2017a）．ここで扱うのは，2017年7月21日に公開された
第2.18.11版である（Fig.1）．OSに従って適切なインストー
ラをダウンロードすればよい．Windowsの全版に対応して
いるが古い版では32bit版を採用する．コントロール・パ
ネルを開いて，システムからOSの種類を判別すればよい．
分からなければ，32ビット版インストーラをダウンロー
ドする．

Figure 1　QGIS installer download URL

このインストール用ファイルをダウンロードしたら， PC

のC:ドライブに例えば Imageフォルダ（ディレクトリに同
じ；以下同様）を作成し，その中にApplicationサブフォル
ダを作成して収納する．非圧縮なので，そのまま起動して
インストールに使う．もし圧縮されたファイルをダウン
ロードした場合は，一般的な解凍用フリーアプリとして
FOSSの7ZIPが利用できるので，文献とURLに示したサ
イトからダウンロードし（7ZIP, 2016），同様に Imageフォ
ルダのApplicationサブフォルダ内に収納してインストール
しておく．OSに従った現在のバージョン7z1604-x64.exe

等をダブルクリックして指示に従い，インストールが完了
すると，以降，ファイルを右クリックすれば7ZIPオプショ
ンが現れ，圧縮するか解凍するか，作業後にメールするか
どうかを聞いてくるので，適切なオプションを選択する．

2-2．インストール
インストールの仕方は2通りで，一般には最新のスタン
ドアローン版をダウンロードしてからインストーラを起動
するが，ネットワーク・インストーラをダウンロードして，
LinuxのAptgetのようにネットワーク上で必要なモジュー

ルをダウンロードしながらインストールする方法（「上級
ユーザ向け：」）もある．最近のPC搭載のWindowsOSな
ら，通常は64ビット版なので，「QGIS Standalone Installer 

Version 2.18（64bit）」をダブルクリックするなどしてダウ
ンロードし，ダウンロードのフォルダに収められたインス
トーラをダブルクリックするなどして起動し，アプリをイ
ンストールする（Fig.2）．

Figure 2　Choose the appropriate setup application.

インストーラを起動すると，通常のアカウント制御セ
キュリティ設定では，進めていいか否かの確認ウインドウ
が出現し，「はい」をクリックする（Fig.3）． Windowsの仕
様である．

Figure 3　User account control warning message.

次に，QGISインストーラのセットアップ画面が現れる
ので，「次へ」をクリックする（Fig.4）.表示される文字は，
OSで選択されている言語に従うので，日本語のつもりで
も全て英語表示だったら，システムロケールを日本語に変
更する．

Figure 4　QGIS setup opening message.

ライセンスの確認場面が出るので「同意する」をクリッ
クする（Fig.5）．契約条項にはいくつかの外部モジュール
が含まれるので同意が必要であるが，基本はGPL（General 

Public License）（GNU,2007）に基づき，copyrightと区別す
るため copyleftと称している．GPLに基づくプログラムを
使う場合は，その全ソースコードを公開することが必須と
いう点がキーであり．ユーザは自由に使えることが契約の
基本である．

Figure 1 QGIS installer download URL

Figure 2 Choose the appropriate setup application.

Figure 3 User account control warning message.

Figure 4 QGIS setup opening message.
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Figure 5　License agreement.

契約に同意すると，インストールする構成要素を選択す
る（Fig.6）．通常はQGISプログラムのインストールだけ
を選択すればよく，もし，他のサンプルデータが必要であ
れば，そのURL（QGIS, 2017b）から直接ダウンロードすべ
きであり，インストール中にサンプルデータをダウンロー
ドすると時間が大変かかるため避けるべきである．

Figure 6　Choose components.

そのままで，「インストール」をクリックすれば，イン
ストールが開始される（Fig.7）．

Figure 7　Installing QGIS program.

最近のPCであれば，通常，数分でインストールが完了
するので（Fig.8），「完了」をクリックする．これで使える
ようになる．

Figure 8　Completion of installing process.

2-3．QGISアイコンと初期ウインドウ
インストールが完了すると，デスクトップ上にQGIS

フォルダが作成される（Fig.9）．

Figure 9　QGIS folder on the desktop of PC.

以前のQGIS2のリリースでは ,QGISのいくつかのアイコ
ンや関連するアイコンが複数デスクトップ上に並ぶことが
あったが，現在は全てのアイコンが一つのフォルダに収め
られている（Fig.10）．以下の赤枠のアイコンを主に使う．

Figure 10　Created QGIS icons, among which we usually use the red 

squared icon.

このままでは，QGISを起動するためにまずフォルダを
開けてから必要なアイコンを選択する必要があり，よく
似たアイコンがいくつも並んでいるため混同しやすい．
Figure 9のフォルダ内のFigure10の赤枠のアイコン「QGIS 

Desktop 2.18.11」をデスクトップ上などにコピーすると，
使い勝手が向上する．例えば以下のFigure 11のようにコ
ピーする．

Figure 11　Copy the appropriate icon "QGIS Desktop 2.18.11" on the 

desktop of PC.

Desktop画面上のアイコン「QGIS Desktop 2.18.11」をダ
ブルクリックしてQGISを起動し，Figure 12のような起動
画面が表示されたら，インストール成功を確認できる．

Figure12　Start icon of QGIS.
Figure 12 Start icon of QGIS.

Figure 9 QGIS folder on the desktop of PC.

Figure 11 Copy the appropriate icon "QGIS Desktop 2.18.11" on the desktop 
of PC.

Figure 10 Created QGIS icons, among which we usually use the red squared 
icon.

Figure 8 Completion of installing process.

Figure 5 License agreement.

Figure 6 Choose components.

Figure 7 Installing QGIS program.
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初めて表示されるウインドウは，普通は左に制御パネ
ル，右に表示パネル，上に主なアイコンパネル最上部にメ
ニューパネルが横に並ぶ（Fig.13）.

Figure 13　General panels of QGIS window composed of control panel

（left）, display panel（right）, main icons, and menus（top）.

Figure 14　Menu "View" to choose "Panel" sub-menu to click the 

appropriate panel to open it.

Figure 15　"Layer panel"（left）and Browser panel"（right）.

パネルの一部（一般に上部）をホールドして任意の位置
にドラッグすると，そのパネルを独立に置くことができる．
初心者がよく制御パネルの右上のEXITボタンをクリック

して，「何も見えなくなった」と驚くことがある．しかし，
問題ない．最上部のメニューの左から3番目の「ビュー（V）」
をクリックし，下の方の「パネル」サブメニューをクリッ
クすると，「レイヤパネル」「レイヤ順序パネル」「全体図
パネル」等が出てくるので，削除されたパネルを復活する
場合は，そのパネル名をクリックすればよい（Fig.14, 15）.

2-4．ベクトルとラスターのデータ
投影法や座標位置等の課題を除いて，QGISの初歩的な
使い方は，「ブラウザパネル」に表示されるデータが保存
されているドライブとフォルダを選択し，サブフォルダ内
からデータを見つける必要がある．メタデータが標準的で
あれば，通常のシェイプ（ベクトル）ファイルや画像（ラ
スター）ファイルをダブルクリックするだけで表示できる．

GISが扱うデータは，地球表面に貼り付けられる地理情
報である．幾何学的な点と，点を接続する線，線に囲まれ
る面（ポリゴン）は，ベクトル・データと呼ばれ，行列で
表現でき，方向と大きさを持つ位相幾何学的なデータであ
る．一つの点データがあるとすると，そのデータには地球
表面上の座標系と，点の位置で表される情報内容が付属す
る．幾何学的な座標位置を地球表面の平面への投影法で
GISに表示できる．初心者が陥りやすい問題は，座標デー
タがどのような測地法と地理学的投影法で記述されている
かを考慮せずに表示してしまうことである．
地球表面は楕円体で近似でき，これを紙やPC画面のよ
うな「平面」に投影するためには，測地学的なデータのモ
デルを確定した上で，地理学的な投影法が必要であり，古
典的な幾何学で記述され，特に目新しい手法ではない．緯
度と経度を単純にデカルト平面に投影する方法や，メルカ
トール法のように円筒に投影する方法が一般的である．円
筒を縦でなく横にしたものがUniversal Transvers Mercator

（UTM）で，地形図や地質図に多く使われている．座標デー
タの元になる緯度・経度の計測には，地球球体をどのよう
な数理モデルで近似するか，即ち，準拠楕円体，測地座標系，
ジオイド面を確定して，測地系を確定する必要がある．測
地系が異なると微妙に数値が異なるが，現在一般的に使わ
れている全地球的測地系がWGS84（世界測地系1984）や
ITRF（国際地球基準座標系）である．しかし，過去のデー
タは時代と地域により様々な測地系を採用しており，局所
的な地域のみに適用される地域座標系で記述されている場
合もあるため，数値があるからといって，GISで投影する
前に，どのような測地系による数値であるかを確認する必
要がある．

QGISでは，新しい座標系（WGS84や ITRF）で記述され
たフリーの地理データが全世界的に豊富に利用できるの
で，確認のため，よく知られた地理データと比較すること
で，測地系や投影法の課題を検証できる．
一方，地形標高や衛星画像などのラスター・イメージも，
各画素の座標という点では幾何学的なベクトル・データと

Figure 13 General panels of QGIS window composed of control panel(left), 
display panel(right), main icons, and menus(top).

Figure 14 Menu "View" to choose "Panel" sub-menu to click the appropriate 
panel to open it.

Figure 15 "Layer panel"(left) and Browser panel"(right).
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変わらず，GISに表示できる．異なることは，各画素デー
タが面を覆って，行と列の配列で並んでいることである．
また，座標位置は常に画素の4隅で定義されるので，最小
の単位である画素であってもラスター・データであること
に変わりはなく，点ではないことに留意したい．画素の示
す面の周囲を幾何学的なベクトル・データで近似すること
はできるが，ラスター（画像）データは，位相幾何学的な
ベクトル・データとは異なる概念であることに留意すべき
である．

GISのシステムの作成においても，位相幾何学的なベク
トル・データを元にするプログラム・コーディング手法
と，ラスター画像を元にするプログラム・コーディング
手法の２大区分がある．前者のベクトル型GISの代表例が
ESRI社のArcGISであり，後者のラスター型GISの代表例
が（FOSSで代表的な）GRASS-GISである．QGISはラスター
型GISである．なお，両者ともベクトル・データもラスター・
データも共に処理できるので，GISアプリの違いに問題は
ない．ラスター型GISは，PC画面がラスター・イメージ
であることに適合した処理系であり，画像処理が容易であ
ることから，広く使われている．衛星画像処理をQGISで
行うのも，このメリットのためであるが，位相幾何学的な
ベクトル・データの取り扱いに差はない．異なるのは，グ
ラフィックス表現のコーディングに関わるところである．
デジタルカメラやスマートフォンで撮影した画像もラス
ター・イメージで，座標が明らかなら，同様に扱うことが
できる．古い紙に印刷された地図や，手書きのスケッチで
あっても，スキャナーで読み取ったり，カメラで撮影した
りすれば，同様にラスター・イメージとしてGISに表示で
きる．これを georeferenceと称して，GISではごく標準的
な方法である（本講座の次回に記述）．

GISの初歩の段階では，測地系と投影法の選択と，幾何
学的なベクトル・データとラスター画像データの取り扱い
の違いで混乱が生じて躓くことがある．しかし，少し慣れ
れば，確実に処理することができるようになるので，臆せ
ず試行していただきたい．

2-5．オープン・データの導入
GISで扱えるデータは，今や，世界に溢れており，オー
プン・データは入門者がGISを使うだけでなく，上級者で
あっても標準的に使えるデータ環境を提供する．
各国のGISデータは，各国の地理情報機関から入手すれ
ばよいが，集約的で仕様に統一性のある全世界のGISデー
タは，以前国土地理院が中心となり国際連合（国連）地
図課から出されていたものの，現在はアーカイブ化され，
誰でもフリーに入手可能になっている（Global Mapping 

Project, 2016）（Fig.16）．
このアーカイブ・サイトはアジアやアフリカのような広
域単位で分類され，国号が略称になって見にくい上，各地
理情報要素をばらばらにダウンロードする必要があり，や

や面倒かもしれない．しかし，このサイトからアクセスで
きる日本のデータは，元の地図形式から選択できる国連サ
イトのデータと同じ圧縮形式で全ての種類のGISデータを
まとめてダウンロードできるので便利である（GSI, 2016）．

Figure 16　Download page of global map archives.

日本全体の海岸線，行政区分，道路，河川，湖沼，等の
最新版GISデータをフリーで入手するためFigure 17の「gm-

jpn-all_u_2_2」をクリックしてダウンロードし，適切なフォ
ルダ，例えば，Imageフォルダの下にGeographyサブフォ
ルダを作成して収納する．ダウンロードしたデータは圧縮
されているので，右クリックして7ZIP等で解凍し，「Extract 

to gm-jpn-all_u_2_2¥」を選択して，同じサブフォルダの同
名サブフォルダに収納して使うことにすればよい．

Figure 17　Download page of Japanese GIS data.

このような公的サイトの他，基盤的GISを公開している
多くのURLがあり，様々な用途に活用できる．古典的な
ものではMap Library（2007）や，有料GISアプリを販売
しているESRI（2017）等がある．また，日本の地質図は，
産業技術総合研究所のフリー・ダウンロード・ページから，
ベクトルとラスター・データの各種地質図類が入手できる
（地質調査総合センター , 2017）（Fig.18）．

Figure 16 Download page of global map archives.

Figure 17 Download page of Japanese GIS data.
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Figure 18　Download page of geological maps of Japan.

世界の地質図については，WMCフォーマットで保存が
可能となっている（One geology, 2017）（Fig.19）.

Figure 19　Portal page of One Geology（One Geology, 2017）.

ラスター・データは，主にUSGSのEarth Explorerを使
うと，様々な画像データがダウンロードできる（USGS, 

2017）．このURLから，いきなりすぐにはダウンロード
できないので，予め自分の ID（通常は自分のメールアド
レス）とパスワード（自分で設定）をフリー登録しておく．
Figure 20の右上にある「Register」をクリックして登録し，
指定したメールアドレスにアクティベーションのためのア
ドレスが届くので，それをクリックすると，Earth Explorer

の登録が完了する．

 Figure 20　USGS Earth Explorer Start page.

USGS Earth Explorer（以降EEとする）からSRTM DEM

をダウンロードするには，まず対象地域の緯度経度を設
定する必要があるので，ログイン後にパン（左ドラッグ）
とズーム（ホイール）で，例えば秋田県大館市東方山中に
合わせ，左パネルに見える「Use map」をクリックすると，
画面範囲の緯度経度が検索用に選択される（Fig.21）．

Figure 21　Choosing the area of search in EE.

次にFigure21の上部に見えるメニュータブの「Data 

Sets」をクリックし，「Digital Elevation」→「SRTM」→「SRTM 

1 Arc-Second Global」をクリック選択し，Additional Criteria

のタブを飛ばして，右端のResultsタブをクリックすると，
データが存在する場合は表示される．この事例では一つ
だけ「SRTM1N40E140V3」のデータがあることがわかる．
そこで，このリストの下方の左から5番目のダウンロー
ド・アイコンをクリックすると，オプションが表示され
る．3番目（一番下）の「GeoTIFF 1 Arc second（24.8MB）」
の「Download」をクリックすると保存するかどうかを聞か
れるので，「保存する」をクリックする．既定のダウンロー
ド・フォルダにデータが保存される．容量が高々25MBも
ないので，普通は一瞬で保存できるが，USGSのサーバー
が遅くなると，数分間程度待たされることがある．ダウン
ロードが完了したら，¥Image¥SRTMサブフォルダにデー
タを収納する（Fig.22）．

Figure 22　SRTM selection, results, and download options.

Figure 18 Download page of geological maps of Japan.

Figure 19 Portal page of One Geology（One Geology, 2017）.

Figure 21 Choosing the area of search in EE.

Figure 20 USGS Earth Explorer Start page.

Figure 22 SRTM selection, results, and download options.
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世界のフリーの標高データは，USGSのEarth Explorer

から経緯度 1 秒（30m相当）メッシュのSRTM DEM（レー
ダ・データ使用）やASTER DEM（光学センサ使用）を利
用できる．

Figure 23　Download URL of national elevation data of GSI.

国内の標高データの場合は，国土地理院（2017）の基盤
地図情報数値標高モデルが利用でき，全国をカバーしてい
る10mメッシュと都市・河川流域等を中心にした5mメッ
シュがある（Fig.23）．
日本のだいち衛星とだいち２号衛星（いずれもレーダ・
データ使用）から作成した「ALOS全球数値地表モデル
（DSM）"ALOS World 3D - 30m"（AW3D30）」データがフ
リー・ダウンロードできる（JAXA, 2017）．極域を除く世
界のデータが入手でき，高さ精度は5mである（Fig.24）．

Figure 24　ALOS World 3D DEM（AW3D）（JAXA, 2017）.

だいち衛星による水平5m分解能の標高データと米国
DigitalGlobe社 WorldView衛星（光学センサ使用）等による

水平0.5m分解能のデータも有料で購入可能である（NTT 

Data, 2017）が，最小購入面積が広く定義されているので，
価格的には高価になる．
以上の標高データは，衛星や航空機測量から作成した数
値データであり，特に留意すべきこととして，GISでは位
相幾何学的な点データとは異なり，画素で構成されるラス
ターイメージに属することである．初心者が間違えやすい
のは，標高データを位相幾何学的な点データとして導入し
ようとすることであるが，QGISは他の一般的なGISアプ
リ同様，自動的にデータ型を判別（メタデータを読む）して，
ラスターデータとして導入する．
さて，一般的にフリーで入手可能な衛星画像データと
して代表的なものは，米国のLandsatシリーズ衛星画像，
EO-1衛星画像（Hyperion等），日米共同のTerra衛星画像
（ASTERセンサ），欧州宇宙機関（ESA）のSentinelシリー
ズ衛星画像であろう．今後，米国Hyperionと同等のハイ
パースペクトラル画像であるドイツのEnMAP衛星やイタ
リアのPRISMA衛星画像等も入手可能になるかもしれな
い．有料か無料か，入手しやすいか，し難いかを問わず，
衛星別に画像データを総覧した簡易な仕様付きリストが公
開されている（リモートセンシング技術センター，2017）．
日本が関与したASTERセンサの画像データは日本の

URLからレベル3データ（幾何学的座標位置補正を繰り返
した）がフリー・ダウンロードできる（地質調査総合セン
ター，2016）．ただし，スペクトル情報を活用するために
はレベル１データ（衛星軌道パラメータ等，最小限の補
正）が必要になる．両者の差は，あっても0.5～1ピクセ
ル程度の幾何学的なずれなので，画像データを使ってス
ペクトラル・アングルなどを求めるには，後者のレベル
１（L1T）データを使うことが多く，その場合は，USGSの
サーバーからフリー・ダウンロードする（USGS LPDAAC, 

2017）．このサイトのデータは，USGS Earth Explorerか
らダウンロードできるので，数値標高データやLandsat，
Hyperion等のダウンロードと同様に扱うことが可能であ
る．ASTERセンサは日本の経済産業省と米国のNASA

との共同プロジェクトだったので，フリーではあるもの
の，USGSのURLからダウンロードするには，NASAの
Earthdataサイトの IDとパスワードも同時に入力する必要
がある（NASA, 2017）．
米国で1972年の1号打ち上げ以来，現在の8号まで続く

Landsatシリーズの衛星データのダウンロードにあたって，
まず場所を経緯度か図の中から矩形をドラッグするなどで
指定し，「Data Sets」タブをクリックして「LandsatArchive」
→「Collection 1 Level-1」→「L8  OLI/TIRS C1 Level 1」を
選択，「Additional Criteria」タブをクリックして検索する
期間と雲量（Cloud coverage）「Less than 10%」を指定する．
「Results」タブをクリックしてリストの撮像時期とサムネ
イル画像を比較して適当な画像を探す．この事例では15
件検索された．もし，「データが無い」メッセージが現れ

Figure 23 Download URL of national elevation data of GSI.

Figure 24 ALOS World 3D DEM(AW3D)（JAXA, 2017）
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たら，雲量を増加して再度検索する．一般に，雲量20%
でもデータが無いことは少ないが，無い場合は雲量100%
にして，データの総数を確認し，少ない数に収まるまで雲
量を低くすればよい（Fig.25）．

Figure 25　Selection of Landsat image.

適当なLevel 1画像，例えば2016年10月16日撮像の画
像を選択して，そのリストの下，左から5番目にあるダウ
ンロード・アイコンをクリック，オプションとして，簡易
な JPG画像だけに限る場合からフルにデータを入手する場
合までの選択を求められるので，上から５番目，一番下の
Level-１GeoTIFF Data画像データを選択する．データ量の
大きさは，8号の場合が一般に1GB内外で，この事例では
783GBと表示されている（Fig.26）．極に近づくほど，経
線が短くなり，容量が小さくなる．

Figure 26　Download options.

ダウンロード時間は容量が大きいので， 20分～1時間程
度かかることが普通であり，その時のUSGSサーバーの状
況如何によって異なる．このLandsat画像のリストは次の
ようになっている：
　ID:LC08_L1TP_107032_20131019_20170429_01_T1
　Acquisition Date:19-OCT-13
　Path:107
　Row:32
重要な事項として，IDリストの始めにLC08（8号のデー
タ），次に大気補正可能なL1Tとあることを確認したい．
また，撮像時期（Acquisition Date）が10月で，北半球の秋
季のため，植生がまばらになり，積雪時期にはやや早く，
太陽高度が低くなるため地形の陰影が見やすくなって地質
構造を判読しやすい時期であることがわかる．サムネイル
画像は小さくて見難いので，リストの下の左から２番目の
「Show Browse Overlay」アイコンをクリックする．雲が海

域と対象地域の範囲外の山岳付近に多く，対象地域に少な
いことを確認することができる（Fig.27）．雲を画像処理的
に除去する手法もあるが，できるだけ雲の無い（雲量ゼロ
の；少なくとも解析対象地域の雲が無い）画像を取得する
ことがコツである．
ダウンロード・ファイルは次のようになる：
　LC08_L1TP_107032_20131019_20170429_01_T1.tar.gz

実際には858MBあり，右クリックして7ZIPで一度TAR

ファイルに解凍，更に通常の画像ファイルに解凍し直して，
結果は¥Image¥TMサブフォルダを作成して収納する．

Figure 27　Browse overlay.

ASTER画像の場合も同様に対象地域の範囲，ないし緯
度・経度を選択する．ここで，大変重要なことは，2007
年7月以降のASTERセンサは，SWIRセンサが故障して回
復不能になっているため，データ時期として2007年7月
17日頃以前までのデータだけを選択しないと，ASTERの
特徴である短波長赤外データが得られないことである．そ
こで，「Data Range」の日付を1999年1月1日から2007年7
月17日までに設定する．次に「Data Sets」タブをクリック
して，まず「NASA LPDAAC Collections」をクリック，次
に「ASTER Collections」→「ASTER Level 1T」を選択して（な
お，「ASTER Global DEM」を選択するとASTERのDEMが
得られる），「Additional Criteria」タブをクリックし，雲量
（Cloud coverage）の「Less than 10%」を指定し，「Results」
タブをクリックすると，33件のデータが検索されたこと
がわかる．Landsatと同様に9月～11月の時期に撮像され
た画像を閲覧してリストの撮像時期とサムネイル画像を比
較して適当な画像を探す．例えば，次の画像を選択できる
（Fig. 28）．

 Figure 28　Searched ASTER images and overlay.

Figure 26  Download options.

Figure 25 Selection of Landsat image.

Figure 28  Searched ASTER images and overlay.

Figure 27 Browse overlay.
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選択された画像リスト IDのASTはASTERの略号，L1T
は補正レベルで大気補正できることを示している．
 ID:AST_L1T_00309232004013730_20150506040013_121
300

 Coordinates:40.4042, 140.6886
 Acquisition Date:2004/09/23
そこで，リストの下の左から5番目のダウンロード・ア
イコンをクリックする．ダウンロード・オプションが並ぶ
ので，今度は一番上の「Standard product」を選択してクリッ
クする（Fig. 29）．

Figure 29　Download options for ASTER image.

ここで，先に断り書きしたように，NASA Earthdataの
IDとPasswordの入力が求められる（Fig. 30）．予め取得
しておくと時間の節約になる． ASTERデータのStandard 

productsはHDFファイルとしてダウンロードされ，QGIS

（のプラグインであるSCP）で開き大気補正等を処理する
ことができるので，そのまま ¥Image¥ASTERサブフォル
ダに収納する．この事例の容量は135MBで，ダウンロー
ドがおよそ5分程度で完了するはずである．この時間は，
USGSサーバー速度に起因して，ネットワーク環境によっ
ては1時間程度待たされることもある．経験的に，ネット
ワークの整備が必ずしも進んでいないアフリカ諸国でも，
1時間以内にはダウンロードできることが多かったので，
日本国内でブロードバンドを使う限り，時間的に長く待た
されることは，一般的には少ないと思われる．

Figure 30　Request for NASA ID & Password.

欧州のSentinelシリーズのデータは，最近ではいくつ
か別のURLから入手できるようになっているが，ESAの
Copernicusのページ（ESA, 2017）からダウンロードするこ
とが基本である（Fig. 31）．予め IDとパスワードを登録す
る必要がある．

Figure 31　ESA Copernicus Data Hub.

右上のLoginをクリックして登録した IDとパスワード
を入力する．なお，以下の操作は．検索する前なら必ず
しもLoginする必要はないが，検索しようとすると（Insert 

search criteriaの右端の検索マークをクリックすると），登
録した IDとパスワードを聞かれることがある．範囲をド
ラッグで指定して検索する（Fig. 32）．地図のパンをする
には，右ドラッグし，ズームはスクロールボタンで行って．
目的とする地域の地図を表示し，左ドラッグにより対象範
囲を選定する．

Figure 32　Selected area by dragging.

上の事例では，検索条件を入れないと，550のデータ
セットが見つかる（Fig. 33）．そこで，Search criteriaの
Advanced SearchのSensing periodを，例えば2015/07/01か
ら2017/08/17までとし，Sentinel2のみにチェックマークを
入れ，Cloud Cover %に [0 TO 8]と入力して，右上の検索
アイコンをクリックすると，今度は５つのデータセットに
絞られる（Fig. 34）．

Figure 33　Result without any searching criteria.

Figure 29  Download options for ASTER image.

Figure 31  ESA Copernicus Data Hub.

Figure 32  Selected area by dragging.

Figure 33  Result without any searching criteria.

Figure 30 Request for NASA ID & Password.

Figure 33  Result without any searching criteria.
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Figure 34　Set searching criteria to get smaller number of dataset.

5つのデータセットが表示されている左のサムネイル画
像を比較すると，1番目のデータセット（2017-07-07）は
雲量が少ないが植生が多く，2番目のデータセット（2017-
01-08）は比較的雲が少ないが地表に積雪が目立ち，3番
目（2016-08-11）は8月の植生の多い時期に加えて，NO 

DATA領域（サムネイル画像の黒い部分）が多い．５つの
データセットのうち，辛うじて使えるかもしれないのは5
番目のデータセット（2015-12-08）かもしれない．まずは
サムネイル画像で不適切な候補を除外し，良さそうな候補
リストの下方にマウス・カーサを移動して，右端のダウン
ロード・アイコンをクリックする（Fig. 35）

Figure 35　Choose the appropriate Sentinel image to click the download 

icon at the right bottom.

Windows OSの「保存する」を選択して，適当なフォル
ダ（デフォルトはダウンロード・フォルダ）に収納する（Fig. 

36）.

Figure 36　Save message of the dataset.

Sentinelのデータセットはグラニュール化され，この事
例でも16シーン分を含む． LandsatやASTERデータは，1
シーンごとにダウンロードできるが，Sentinelデータは複
数シーンからなり（Granuleという），中には大部分がNO 

DATAのシーンも付加されているので，結果の範囲だけ
見て，「データがある」と確信することはできず，サムネ
イル画像を見て，およそのデータ範囲を推測するしかな
い．このため，雲量の低い画像を探すと，本来の画像範囲
ではなくNO DATA領域が対象地域になる場合もあり，特
に，データセットの端は要注意である．Sentinel-2画像は，
データ範囲と容量が小さなSPOT衛星画像と同程度のシー
ンを単位とするので，データ幅が180kmに及ぶ広範囲な
Landsat衛星のTMセンサに対抗して複数シーンでデータ
範囲を拡大し，ASTERセンサの15m分解能（可視近赤外
に限る）に対抗して可視近赤外スペクトルで10m分解能を
提供するため，数GBの大きめのデータセットになってお
り，ダウンロード時間も1時間以上を想定することが多い．
この事例では，圧縮ファイル（約6GB）のダウンロードに
1時間半程度を費やした．

LandsatやASTERデータ同様にSentinel-2データもQGIS

内のプラグインからダウンロード可能で，その場合は１画
像シーンごとのダウンロードができる．比較的短時間で済
むASTERデータのダウンロードとほとんど変わらない時
間で，画像サムネイルもQGISのGISデータ上で確認でき
るメリットもある．直接，ESA-CopernicusのData Hubか
らダウンロードするより，QGISからダウンロードして，
同時に大気補正も処理することをお勧めしたい．

3．QGISによる衛星画像データのダウンロード
3-1．QGIS多言語システム

QGIS最上部のメニューの「設定（S）」をクリックすると，
上から5番目（下から2番目）に「オプション」サブメニュー
が現れるので，クリックする（Fig. 37）．

Figure 37　QGIS Setting menu with Option（O）.

オプション・ウインドウの左のサブメニューのうち，上
から12番目（下から5番目）のロケールをクリックし，「シ
ステムロケールを上書きする（V）」のチェックマークを入
れ，「使用するロケール」のボックスの右をクリックすると，
様々な言語文字が現れる（Fig. 38）．
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ず，サムネイル画像を見て，およそのデータ範囲を推測す

るしかない．このため，雲量の低い画像を探すと，本来の

画像範囲ではなく NO DATA領域が対象地域になる場合
もあり，特に，データセットの端は要注意である．

Sentinel-2画像は，データ範囲と容量が小さな SPOT衛
星画像と同程度のシーンを単位とするので，データ幅が

180kmに及ぶ広範囲な Landsat衛星の TMセンサに対抗
して複数シーンでデータ範囲を拡大し，ASTERセンサの
15m分解能(可視近赤外に限る)対抗して可視近赤外スペク
トルで 10m分解能を提供するため，数 GBの大きめのデ
ータセットになっており，ダウンロード時間も１時間以上

を想定することが多い．この事例では，圧縮ファイル(約
6GB)のダウンロードに 1時間半程度を費やした． 

Landsatや ASTERデータ同様に Sentinel-2データも
QGIS内のプラグインからダウンロード可能で，その場合
は１画像シーンごとのダウンロードができる．比較的短時

間で済む ASTERデータのダウンロードとほとんど変わら
ない時間で，画像サムネイルも QGISの GISデータ上で
確認できるメリットもある．直接，ESA-Copernicusの
Data Hubからダウンロードするより，QGISからダウン
ロードして，同時に大気補正も処理することをお勧めした

い． 
 

3．QGISによる衛星画像データのダウンロード  
3-1．QGIS多言語システム 

QGIS最上部のメニューの「設定(S)」をクリックする
と，上から 5番目（下から２番目）に「オプション」サ
ブメニューが現れるので，クリックする(Fig. 37)． 

 
Figure 37 QGIS Setting menu with Option(O). 

 
オプション・ウインドウの左のサブメニューのうち，上

から１２番目（下から５番目）のロケールをクリックし，

「システムロケールを上書きする(V)」のチェックマーク
を入れ，「使用するロケール」のボックスの右をクリック

すると，様々な言語文字が現れる(Fig. 38)． 

Figure 35  Choose the appropriate Sentinel image to click the download icon 
at the right bottom.

Figure 36  Save message of the dataset.

Figure 37 QGIS Setting menu with Option(O).
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Figure 38　System Locale in Option Window of Setting menu.

適当な言語を選択クリックして下の「OK」をクリック
してから，一旦，QGISを終了し（右上の「閉じる」アイコ
ンをクリックするか，メニュー左端の「プロジェクト（J）」
をクリックして，最下部サブメニューの「QGISを終了す
る」を選択クリックする），再びQGISを起動する（Desktop

上にコピーしたQGIS Desktopのアイコンをダブルクリッ
クするか，スタートメニューのQGIS2.18を選択クリック
する）．すると，選択した言語の文字でメニューが書き換
えられていることがわかる．注意事項として次の2点をあ
げる．
1．知らない言語を選ばないこと．元に復帰するためには「設
定（S）」をクリックして「オプション（O）」を選択クリッ
クする必要があり，言語によっては左右が逆になるアラ
ビア語のように順番の記憶だけでは解決できないことが
ある．一度ロケールを変えてしまうと，QGISを再イン
ストールするだけでは元に復帰しない（システム・フォ
ルダをいじる必要がある）．
2．システム・メッセージなどWindows OSに起因する言葉
は，Windows OSが設定したシステム・ロケールに従う．
Windows 8以降は，日本でインストールできるOSが日
本語ベースのみになり，他言語システムに変えるには有
料のオプションを購入する必要が発生した．実は回避方
法もあるが，マイクロソフト社が推奨していないので，
表向き使うことができない．

3-2．QGISプラグイン
「設定（S）」メニューの右隣に「プラグイン（P）」メニュー
があるので，クリックすると一番上に「プラグインの管理
とインストール」サブメニューがあるので，選択クリック
する（Fig. 39）．

Figure 39　Plugin Manager.

すると，レポジトリを検索して代表的なOfficial Plugin 

Repositoryに接続する（Fig. 40）

Figure 40　Searching official repository.

この例のように，QGISのローカルなシステムの多く
は言語を書き換えることができるが，外のシステムやプ
ラグインによっては，本来の言語で表示されることが多
く，一般には英語になる．プラグインは現在500ほど存在
する．衛星画像を制御する代表的なプラグインの「Semi-

Automatic Classification Plugin」（以降，SCPと称する）を「プ
ラグインをインストールする」をクリックして追加する．
既に追加されていて，新しいバージョンがある場合は「プ
ラグインをアップデートする」をクリックする（Fig. 41, 
42）．

Figure 41　All plugins with SCP.

Figure 38  System Locale in Option Window of Setting menu.

Figure 39 Plugin Manager.

Figure 40 Searching official repository.

Figure 41  All plugins with SCP.
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Figure 42　Plugin install or re-install.

この他，本講座でインストールしておく方がよいプラグ
インには，mmqgisとQgis2threejsがあるので，できれば今
インストールする（その機会にインストールしてもよい）．
一度プラグインをインストールするとQGISを再インス
トールしてもシステムが覚えているので，QGISの新版を
インストールするごとにプラグインも再インストールしな
くてよいが，プラグインの新版がある場合はQGISが教唆
する．プラグイン管理ウインドウ右下の「閉じる」をクリッ
クして設定を終了する．QGISを閉じて再度起動すると，
インストールしたプラグインがメニューやアイコンに表示
される（Fig. 43）．

Figure 43　SCP plugin at menu.

ブラウザ・パネルやレイヤ・パネルのような制御パネ
ルの一つとしてSCPを表示するには，最上段メニューの
「ビュー（V）」→「パネル」→「SCP Dock」と選択クリック
すると，左端にSCP Dockパネルが現れる（Fig. 44）．

Figure 44　SCP Dock.

3-3．QGS SCP
SCPを 開 始 す る に は，「Semi-Automatic Classification 

Plugin」のアイコン をクリックして制御ウインドウを
ポップアップする．上部の「Download images」タブをクリッ
クし，「Landsat download」，「Sentinel-2 download」，「ASTER 

download」のいずれかのタブをクリックする．Loginの下
に，そのURLに応じた IDとパスワードを入れておく（Fig. 

45）．

Figure 45　Download images of SCP.

例えば，「ASTER download」タブをクリックし，適正な
IDとパスワードが入力されているのを確認したら，「Search 

area」欄の右端にある十字 をクリックし，地理情報が表
示されているQGIS表示パネル上で対象地域の左上を左ク
リック，右下を右クリックすると，自動的にその座標（経
緯度）が入力され，表示画面には矩形枠が表示される．
次に「Search」欄の検索開始と終了時期（SWIRが必要な
場合は2007-07-17まで），最大雲量（ここでは0%），結果
表示の数量（既定の100）を適宜入力し，右端の「Find」ア
イコン をクリックする．検索中は，表示色が灰色になる．
ASTER画像の場合は比較的早く検索終了する（Fig. 46）．

Figure 46　SCP search list of ASTER image data.

この「image list」欄のデータの一つをクリックし，右端
上の （Display preview アイコン）をクリックすると，プレ
ビュー画像がQGISの投影法に従って重ね合わせ表示され
る（Fig. 47）．橙色の矩形がアイコン で選択した対象地
域である．

Figure 42 Plugin install or re-install.

Figure 45 Download images of SCP.

Figure 43 SCP plugin at menu.

Figure 44 SCP Dock.

Figure 46 SCP search list of ASTER image data.
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Figure 47　Preview image of download candidate ASTER data.

SCPの制御ウインドウの上部「Preprocessing」メニュー
のタブをクリックし，直下のASTERタブをクリックして
上から2番目の「Apply DOS 1 atmospheric correction」の
チェックマークを入れる．再び「Download images」タブを
クリックして「ASTER download」タブをクリック，右下
の アイコンをクリックすると，データを収納するフォ
ルダを聞いてくるので，例えば，¥Image¥TerraASTERフォ
ルダを選択して「フォルダを選択」をクリックすると，
135MBのデータのダウンロードと大気補正が開始する．
QGISの表示ウイドウの上部に水色の背景の横長の枠に進
行状況が示され，5分～10分程度で終了すると，ASTER

の各バンド（1～14）ごとの大気補正結果が頭にRT_付
きでレイヤ・パネルに表示される（Fig. 48）．この段階で
bandsetは表示されないが，再起動すると表示される．

Figure 48　Downloaded and atmospherically corrected ASTER images 

through QGIS SCP.

実際に，指定したフォルダにはFigure 49のように大気
補正されたデータが収納されている．

Figure 49　Stored ASTER data with atmospheric correction through 

SCP.

ASTER画像は容量が小さいので早めに完了する
がLandsat画像では30分～1時間程度かかる．なお，
Sentinel-2の場合は，グラニュールでなく個別の画像が検
索されるはずだが，現在の版では正常に機能していない（次
の版で修正されると思われる）．Landsat画像は問題なく
SCPでダウンロードと大気補正ができる．
遅いネットワーク環境では先にL1T画像をダウンロー
ドしてからSCPで大気補正するように推奨している．最
下欄の3つのオプションは，この事例では全てチェックを
オンにしている．SCP制御ウインドウを閉じる（右上のア
イコンをクリックする）．

４．その他のデータとデータフォルダの構成
産業技術総合研究所のデータダウンロードURLと地質
情報配信サービスURLには，地質図と衛星画像の他，地
球科学図データベースや重力データベースなどがある．有
料CDのみながら日本列島とその周辺地域の磁気データ
ベースも販売されている．
この導入編の場合，同様のデータベースの「地圏環境
インフォマティクスGENIUS」（東北大学大学院環境科学
研究科，2008）がDVD形式で利用でき，申込書を送る
と郵送していただける（非営利の場合は郵送料も無料）．
ArcGISを用いて作成されているので，全データをQGISで
利用できる．その中の変質帯分布図（ベクトル・データ）は，
衛星データ画像解析結果と照合する時の参考になる（本講
座の次回に記述する）．

Imageフォルダの下にいくつかのデータ及びデータベー
スのサブフォルダが作成される．推奨しているサブフォ
ルダなは，Applications, Drillings, Geochemistry, Geography, 

Geology, Geophysics, Sentinel, SRTM, TerraASTER, TMなど
である．ここに「work」サブフォルダも追加作成し（Fig. 

48左パネルの下），処理結果の収納に使うようにするとよ
い．オリジナルのデータ・サブフォルダにそのまま処理結
果を収納すると，ファイル・リストが複雑化しかねないの
で，できるだけ分離する工夫がほしい．

Figure 47 Preview image of download candidate ASTER data.

Figure 48 Downloaded and atmospherically corrected ASTER images 
through QGIS SCP.

Figure 49 Stored ASTER data with atmospheric correction through SCP.
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５．QGISによるデータ表示とデータ属性
GISらしい表示は，ベクトル型とラスター型のデータが
同一の測地系・投影法で重ね合わせ表示できることである．
QGISウインドウ上部メニューの直下のアイコンの左端に
ある「新規（N）」をクリックして，一旦，表示パネルを空
にする．この時，「現在のプロジェクトを保存するか破棄
するか」を問われるので，「破棄する」をクリックする．

5-1．GISデータの属性表
左の制御パネルのブラウザ・パネルタブをクリックし，C:

ドライブの ¥Imageフォルダを開くと，前述した各種のデー
タフォルダが一覧できる．このGeographyフォルダを開く
（左の＞をクリックする）と，gm-jpn-all_u_2_2という全日
本の標準的GISを収めたフォルダがあるはずなので，それ
を開く（Fig. 50）．もし無ければ，前述した方法で，ここ
にコピーする．

Figure 50　Geographic data in browser panel.

全て shape fileなので，一つ一つダブルクリックしても
表示できるが，ここでは上の airp_jpn.shpをクリックし，
シフトキーを同時押ししながら下の rstatp_jpn.shpをクリッ
クして，gm-jpn-all_u_2_2フォルダ内にある全てのベクト
ルフィルを選択する．次に背景色が水色に反転した中で右
クリックして，「選択したレイヤを追加する」を選択クリッ
クすると，選択した全データが表示パネルに表示される
（Fig.51）．

Figure 51　All vector data of gm-jpn-all_u_2_2.

レイヤパネルのタブをクリックすると，選択した順にベ
クトル・レイヤが上下に並んでいることが確認できる．レ
イヤ・パネルの左の枠にチェックマークがついているレイ
ヤが，右の表示パネルに表示されている．ここで，「polbnda_

jpn」レイヤ以外のすべてのチェックマークをはずすと，行
政界のポリゴンだけが表示される．この「polbnda_jpn」レ
イヤをダブルクリックすると，レイヤプロパティ・ウイン
ドウがポップアップして，表示オプションを変更できる．
例えば，右欄上部の「シンプル塗りつぶし」をクリックして，
中ほどの「塗りつぶしスタイル」を「塗りつぶし」から「ブ
ラシなし」に変更して，下の「適用」をクリックする（Fig. 

52）．

Figure 52　Layer property window.

表示パネルの色が透明になり，面の境界線だけが引かれ
ているように表示される（Fig. 53）．

Figure 50 Geographic data in browser panel.

Figure 51 All vector data of gm-jpn-all_u_2_2.

Figure 52 Layer property window.
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Figure 53　Political boundary（area）layer.

上部メニュー直下の左から10番目のズームインアイコ
ン をクリックして，例えば秋田県付近を拡大すると，
市町村境界が表示されていることがわかる（Fig. 54）．なお，
このレイヤはポリゴンである．また，投影は緯度経度座標
であり，最下部の「座標」には，カーサー位置の経度と緯
度が表示されている．

Figure 54　Boundaries of local governments.

常に日本全国のデータを表示し続けるのは，必ずしも
合理的ではない．ここで，GISとは，座標位置のデータを
グラフィックスとして表示するだけでなく，データの属
性と内容を収納するデータベース機能もあることに留意
しよう．ベクトルデータは，データ属性と表で対応する．
「polbnda_jpn」レイヤを右クリックすると，「属性テーブ
ルを開く（O）」というサブメニューが出てくる（Fig. 55）．
そこで，これを選択クリックすると，「polbnda_jpn」レイ
ヤのデータ本体が持っている各属性データが表示される
（Fig. 56）．
この属性テーブルから適当な属性値を選択して特定の属
性値だけもつデータを抽出することができる．逆に，複数
のベクトルファイルから，共通の属性値を用いてデータを
マージすることもできる．これがGISの基本操作の一つで
ある．

Figure 55　Counter-click（right click）of the layer polbnda_jpn.

Figure 56　Attribute table of the layer polbnda_jpn.

5-2．属性表から特定属性を選択する
「nam」という縦の列に県名が書かれている．そこで，こ
の属性表にデータベース操作をかければ，一定の基準で
データ抽出が可能になる．この操作はSQLの方法で行わ
れるので，SQL操作に慣れた方なら簡易であろう．

Figure 56の属性表ウインドウの上部メニュー左から7
番目の「式を使った地物選択」アイコン をクリックす
る．「Select by expression」ウインドウがポップアップした
ら，中ほどの文字が書かれている列の4番目「フィールド
と値」をクリックし，「nam」をダブルクリック，左側の欄
に "nam"が挿入されるので，左欄上部左端の「=」をクリッ
クいて「=」を "nam"の右に挿入する．右側に「グループ
Field」欄が現れているので，その下の「すべてのユニーク

Figure 53 Political boundary (area) layer.

Figure 54 Boundaries of local governments.

Figure 56 Attribute table of the layer polbnda_jpn.

Figure 55 Counter-click(right click) of the layer polbnda_jpn.
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値」をクリックすると，「nam」に含まれる値（ここでは文
字列）が重複なく現れる．右欄の下方の 'Akita Ken'をダブ
ルクリックすると，左欄の「=」の右に 'Akita ken'が挿入さ
れる．左欄はSQLの表現で，この形式で「polbnda_jpn」の
属性表内を検索するため，右下の「 選択」をクリック
する（Fig. 57）．

Figure 57　Select by expression window.

その右の▼をクリックすると，オプションがいくつかあ
らわれるが，今は選択しない．「nam」列の「Akita Ken」に
一致する文字列を含むすべての行が選択され，背景色が青
色に転じる（Fig. 58）．

Figure 58　Selection of 'Akita Ken' in 'nam' raw.

この時，QGISの表示ウインドウには選択されポリゴン
が黄色で表示される（Fig. 59）．個別のポリゴンの属性表
の内容を知りたい場合は，QGISの上部メニュー直下の中
ほどにある「地物情報表示」 アイコンをクリックして，
当該ポリゴンをクリックすれば，ポリゴン外周が赤枠で示
され，地物情報パネルが現れて，属性表の内容を表示する．

Figure 59　Selected polygon（yellow）by SQL with the information of 

a polygon（red）indicated by identify feature action.

QGISウインドウの左欄のレイヤ・パネルのタブをクリッ
クし，地物（feature）が選択されている状態の「polbnda_

jpn」レイヤを右クリックして，「名前をつけて保存する…」
を選択クリックすると，「ベクタレイヤに名前をつけて保
存する…」ウインドウがポップアップする（Fig. 60）．

Figure 60　"Save As …" operation.

「形式」を「ESRI Shapefile」に選択し（既定の選択），収
納する「File name」を入力するため右の「ブラウズ」をクリッ
ク，¥Image¥workフォルダに入れてもよいが，今後，頻繁
に使うことを考慮して，¥Imageフォルダの下の¥Geography

サブフォルダの下に¥Akitaサブフォルダを作成して，その
中に同様の「ファイル名」にAkitaPolbnda_jpn.shpを入力し
て「保存（S）」をクリックして保存する（Fig. 61）．
次 に，「CRS」を「 プ ロ ジ ェ ク トCRS（EPSG4326 - 

WGS84）」に選択肢，「エンコーディング」が既定の「System」
になっていることを確認する．ここで，重要な操作は，次
の「選択地物のみ保存する」にチェックマークを入れるこ
とである．もし，空のままに放置しておくと，全ての地物
を選択して保存することになり，SQLのデータベース操作
が無意味になって，polbnda_jpnレイヤがコピーされるだ
けになる．

Figure 57 Select bu expression window.

Figure 59  Selected polygon (yellow) by SQL with the information of a 
polygon (red) indicated by identify feature action.

Figure 58 Selection of 'Akita Ken' in 'nam' raw.

Figure 60 "Save As …" operation.
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Figure 61　Save as selected feature 'Akita Ken.'

Figure 60のその他の選択肢は規定値のままでよく，「保
存されたファイルを地図に追加する」のチェックマーク
を入れたままにしておけば，QGISウインドウの表示パネ
ルにレイヤとして追加される．「ベクタレイヤに名前をつ
けて保存する…」ウインドウの下の「OK」をクリックす
ると，直ちに「AkitaPolbnda_jpn.shp」ファイルが生成し，
¥Image¥Geography¥Akitaサブフォルダ内に追加作成される．
表 示 パ ネ ル に は「polbnda_jpn」レ イ ヤ の 上 に

「AkitaPolbnda_jpn」が追加挿入されるので，黄色の上にそ
の時選択された色で生成したレイヤが表示される．「Akita 

Ken」のみが選択されていることを知るため，右側のレイ
ヤ・パネルの「polbnda_jpn」の左の矩形枠のチェックマー
クを外すと，秋田県の行政界のみが表示されていることが
わかる（Fig. 62）．

Figure 62　Layer of AkitaPolbnda_jpn.

同様にして，「polbnda_jpn」に含まれている全ての
shapefileに対して，「Akita Ken」のみ選択してAkitaを付
し保存する操作を繰り返すなら，秋田県のみのGISを作
成することができるので，応用として試してみよう．後
で使用するため，新たに生成したベクトル・データを
¥Image¥Geography¥Akitaサブフォルダ中に保存すると，整
理の都合が効率的になる．

5-3．ポリゴンの「統合」（又は融合）
ベクトル・データの空間演算には色々なツールがあるの
で，前節のような複雑な操作は必要としない．前節では秋
田県の行政界を抽出したが，秋田県そのものは，各行政界
を融合したものである．レイヤ・パネルのAkitaPolbnda_

jpnレイヤをクリックし，上部のメニューの中ほどにあ
る「ベクタ（O）」をクリックし，「空間演算ツール（G）」→
「Dissolve」のようにサブメニューを選択クリックする（Fig. 

63）．

Figure 63　Dissolve operation.

この「空間演算ツール（G）」で他のツールが日本語になっ
ているのに，「Dissolve」だけそのままなのは妙であるが，
当初の日本語訳が「融合」だったところ，内容に合わせた
のか（?）「統合」と称するように変化し，コーディング中
に直し忘れたのかもしれない．直したい場合はソースコー
ドの該当部分を修正して再コンパイルすればよいが，意味
はわかると思うので，このまま使用することにする．なお，
商用のArcGISでは，dissolve又は融合と呼ばれている．
ポップアップする統合ウインドウも，以前の版では日本
語になっていたのに，大部分が英語のままである．まず，「入
力レイヤ」を指定するが，ここではクリックして指定した
レイヤの「AkitaPolbnda_jpn［EPSG4326］」が規定値になっ
ていることが期待される．「AkitaPolbnda_jpn［EPSG4326］」
を選択する．次の「Dissolve all（do not use field）」は，以
前の版では「選択地物のみを利用する」となって，間違い
やすいかもとの声がかかり，「fieldを使わない」と断り書
きがつくようになったが，間違いようがないので，なぜ
対応して変更されたのかは不明である．この「Dissolve all

（do not use field）」を選択すると，次のfield選択は不要に
なる．チェックマークをはずした場合，秋田県全体の行
政界ポリゴンを得るためには，左欄（Unselected）「nam」
をクリックして中欄の＞をクリックし，右欄（Selected）
に［nam］が移動するのを確認する．その下の「融合」と

Figure 61 Save as selected feature 'Akita Ken.'

Figure 63 Dissolve operation.

Figure 62 Layer of AkitaPolbnda_jpn.
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あるのが「Dissolve」のことで，新規に作成する融合した
Shapefileを収納するサブフォルダとファイル名を定義す
る．ここでは，右端の矩形をクリックして５つのオプショ
ンから「ファイルへの保存…」を選択，ポップアップウイ
ンドウで¥Image¥Geography¥Akitaのサブフォルダを選択し
「AkitaKen.shp」などとファイル名をキー入力して「保存
（S）」をクリックする（Fig. 64）.

Figure 64　Key type of filename.

「Dissolve」ウインドウの「アルゴリズムの実行後に出力
ファイルを開く」にチェックマークがあること（既定）を
確認後，下の「Run」をクリックすると，比較的短時間に
結果が表示される（Fig. 65）．

Figure 65　Dissolve window.

QGISの当初の版での処理では遅かったが，アルゴリズ
ムを改良したので，現在は極端に遅くなることは少ないが，
ポリゴンの数が大量にある場合は，それだけ処理時間がか
かる（これはArcGISなど他のGIS処理系も同じであるが，
経験的にはQGISが最速であろう）．秋田県が一つのポリ
ゴンになった図が表示される．レイヤ名は「融合」と表示
され，このレイヤを右クリックして「属性テーブルを開く
…」サブメニューを選択クリックすると，唯一のポリゴン
の属性内容を確認できる（Fig. 66）．

Figure 66　Dissolved polygon of AkitaKen with a unique polygon.

「融合」レイヤは，「AkitaKen.shp」ファイルと同一であ
る．確認のため，ブラウザ・パネルタブをクリックして
¥Image¥Geography¥Akitaを開け，「AkitaKen.shp」をダブル
クリックすると，表示画面に同じデータが表示される．た
だし，敗色は自動的に変わっている．レイヤ・パネルタ
ブをクリックして「融合」レイヤをクリックしてレイヤ・
パネルの上部にある「レイヤ /グループの削除」アイコン 

をクリックすれば，画面から「融合」レイヤが消滅す
る．「AkitaKen」レイヤをダブルクリックしてレイヤプロ
パティ・ウインドウをポップアップし，右欄上部の「シン
プル塗りつぶし」をクリックして，中ほどの「塗りつぶし
スタイル」を「塗りつぶし」から「ブラシなし」に変更し
て，下の「適用」をクリック，中が透明な境界線だけ見え
る表示にすると，様々な他データと重ね合わせが可能にな
る．同様に，秋田県に限定したベクトル・データも表示す
る（Fig. 67）．

Figure 67　Clipped geographic data of Akita.

5-4．マスク処理
前節ではQGISのデータベース検索機能の導入もかねた
方法を紹介した．一度，「AkitaKen.shp」のようなポリゴン
が作成されると，これをマスクに使って日本列島全体のよ
うな広域データから，マスクする対象域に限定したデータ
を作成することができる．
上部のメニューの中ほどにある「ベクタ（O）」をクリッ
クし，「空間演算ツール（G）」→「クリップ」のように選

Figure 64 Key type of filename.

Figure 65 Dissolve window.

Figure 66 Dissolved polygon of AkitaKen with a unique polygon.

Figure 67 Clipped geographic data of Akita.
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択クリックして「クリップ」ウインドウをポップアップ
する．入力レイヤとして，レイヤ・パネルに表示されて
いる中から選ぶこともできるし，右側の矩形をクリック
してフォルダを選択して shapefileを選択入力することも
できる．ここでは日本全体の河川分布「riverl_jpn」レイ
ヤを「入力レイヤ」￥に選択し，「レイヤをクリップす
る」のマスク・レイヤに「AkitaKen」レイヤを選択，「ク
リップされた」出力ファイルを「ファイルへの保存」を選
択，¥Image¥Geography¥Akitaサブフォルダに「AkitaRiverL_

jpnClipped.shp」とキー入力する．通常，ファイルの種類
を選べば，エクステンションの入力は省略してよい（Fig 

68）．下の「Run」をクリックすると結果の「クリップされた」
レイヤが得られる（Fig. 69）．

Figure 68　Masking procedure of vector data.

「クリップされた」出力ファイルは，サブフォルダに保
存することもできるが，試しに見るだけで，見た後使わな
いなら，既定の「（Create temporary layer）」のままにしてお
けば，QGISを終了するときに消える．
国土地理院が発行している日本全国GISデータのCRS

は国際測地系 ITRFで記述され JGD2000（EPSG4612）と称
されているため，マスクをかけるファイル「AkitaKen.shp」
の米国標準WGS84（EPSG4326）とは異なった定義である
ものの，現在では両者は同じと考えて差し支えない（国土
地理院，2002）．WGS84は1984年に登場して以来，いく
ども変更があったので，昔のWGS84と，今のとではメー
トル単位で誤差が出ることもあり，おおらかな米国流なの
であろうか．時代が遡るに連れて測量精度も粗くなってい
くので，世界で通用する厳密な測量値を，どの時代でも期
待することはできない．現在のWGS84は ITRFと同じと考
えて差し支えないとされているが，誤差範囲が数メートル
の範囲内でのことである．最近の衛星画像は，ピクセルが
30cm程度に向上しているので，この誤差は場合によって
は大きなものになる．

Figure 69　Clipped river line by masking of AkitaKen.

日本全国のGISデータをずっとホールドし続けると，レ
イヤ・パネルが満杯になって見え難くなるので，直ちに必
要でないレイヤは削除する．これはレイヤ・パネルから一
時的に削除することであって，元データはそのまま残るた
め，必要であれば，ブラウザ・パネルからダブルクリッ
クするか，右クリックで復活できる．ただし，temporary 

layerは保存されないので，名前をキー入力して保存して
いない場合は注意が必要である．
以上，QGISの作業経過を保存することができる．これ
はデータそのものを保存するのでなく，データの存在する
フォルダやデータをどのように表示するのか，測地系と投
影法をどのように設定するかなどのメタデータレベルの保
存である．QGISウインドウの上部メニューの左端の「プ
ロジェクト（J）」をクリックして「名前をつけて保存（A）」
を選択クリックすると，どのサブフォルダにどんな名前で
保存するか聞かれるので，例えば，¥Image¥workサブフォ
ルダにFirstStage1.qgsなどのファイル名で保存する．「.qgs」
は自動的に付加されるので，「ファイル名（N）」にわざわ
ざ追加する必要はないが，確認のために入れてもよく，
「.qgs.qgs」のように重複することはない．保存できたら，
QGISを終了する．

６．QGISによる衛星画像データの重ね合わせ
第3章でダウンロードした標高データと衛星画像データ
をQGISで活用する．QGISはラスター型GISのため，標高
データや衛星画像データのようなラスター・データを処理
することが得意である．前節で作成した ¥Image¥workサブ
フォルダ内の「FirstStage1.qgs」のファイルをダブルクリッ
クすると，QGIS起動し，前回，終了する直前の状態が復
活する．制御パネルに置いたブラウザ・パネルの下のタブ
をクリックして，データを導入できる状態にする．

Figure 68 Masking procedure of vector data.

Figure 69 Clipped river line by masking of AkitaKen.
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6-1．SRTM標高データ
ブラウザ・パネルの ¥Image¥SRTMサブフォルダを開い
て，秋田北部のSRTMデータ n40_e140_1arc_v3.tifをダブ
ルクリックする．
レイヤ・パネルの最上部に n40_e140_1arc_v3レイヤが
あることを確認して，これをドラッグしてレイヤ・パネル
の最下部に移動する（Fig. 70）．Akitaサブフォルダ内のベ
クトル・データがSRTM　n40_e140_1arc_v3レイヤのラス
ター・データの上に重なって表示される（Fig. 71）．

Figure 70　SRTM data overlay.

Figure 71　SRTM data underlay.

多数のレイヤを重ね合わせることができるが，あまりに
も多いとラスター・データの詳細が見難くなるので，例え
ば，AkitaRiverlとAkitaKenレイヤだけ残して，他のベク
トル・データのレイヤの左チェックマークを外す．チェッ
クマークを入れると，いつでも表示が復活する．

n40_e140_1arc_v3レイヤをダブルクリックすると，この
レイヤのプロパティ・ウインドウがポップアップする（Fig. 

72）．

Figure 72　Property window of the layer of n40_e140_1arc_v3.

ラスター・データのプロパティは，ベクトル・データの
ように位相幾何学的属性を記述するのでなく，画像の各バ
ンドの内容やカラー・レンダリングなどを記述する．

n40_e140_1arc_v3レイヤは単バンドで，つまり，カラー
表現できるようなスペクトル・バンドはないが，画素の数
値データに色を割り当てることができる．よく行われるの
は，スペクトルによるレインボー・カラーを数値に対応さ
せることで，紫や青が低い数値，緑が中間で赤が高い数値
を表すなどである．そこで，プロパティ・ウインドウの右
欄の「バンド表示」を「単バンドグレイ」から「単バンド
疑似カラー」に選択変更し，データ補完は既定値の「線形」
のまま，「色」を「Spectral」に選択し，「反転」の左矩形の
チェックマークを入れ，「モード」の「連続」と「分類数」
を既定値のままとして，下の「適用」をクリックすると，
値の大きな，グレイ・レベルではより白色の場所が赤にな
り，グレイ・レベルでは黒っぽかた場所が青に変わり，中
間的な値の場所が緑になった（Fig. 73）．
標高の高いところは赤で，低いところは青で色分類され
る．これは物性的な色ではなく，地球化学や地球物理の測
定データの小から大に色を割り付ける手法と同じである．
この色の付け方は，連続的なものだけでなく，とびとびの
値や非数値的な場合分けを色に対応させるなど，広範囲な
利用ができる．

Figure 70 SRTM data overlay.

Figure 71 SRTM data underlay.

Figure 72 Property window of the layer of n40_e140_1arc_v3.
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Figure 73　Pseudo color painted DEM data.

標高のラスター・データをベクトル・データ化して表
現することができ，コンター図を作成するのと似ている．
QGISウインドウのメニューから「ラスタ（R）」を選択し，
「抽出」→「等高線」と選択クリックする．ポップアップ
した等高線ウインドウの入力ファイルを「n40_e140_1arc_

v3」に選択し，「等高線（ベクタを出力するファイル名（O））
のサブフォルダを ¥Image¥workとして例えばContour1.
shpのようなファイル名を与え，等高線の間隔を既定値の
「10m」のまま，「属性カラム名（A）」の左矩形枠のチェッ
クマークを入れてカラム名を既定値の「ELEV」とし「終
了時にキャンバスにロードします（L）」の左の矩形チェッ
クマークを既定値のようにクリックしたままにしておい
て，下の「OK」をクリックする（Fig.74）．

Figure 74　Contour extraction parameters.

数分待つことがあるが，Figure 75のようなメッセージが
出て終了する．

Figure 75　Completion messages.

既定値の10mは，実はかなり密な等高線を得ることに
なる（Fig. 76）．大館市東方域の一部を拡大したのがFigure 

77である．

Figure 76　Results of 10m stepped contour line.

Figure 77　Contour lines in Odate basin and east range.

Figure 73 Pseudo color painted DEM data.

Figure 74 Contour extraction parameters.

Figure 75 Completion messages.

Figure 76 Results of 10m stepped contour line.

Figure 77 Contour lines in Odate basin and east range.

131



古宇田　亮一

以上，簡易に紹介した，単バンド数値に色付けする方法
や，ラスター型数値データから等高線（ベクトル・データ）
を抽出する方法などは，標高データ以外のラスター・デー
タにも多く適用できるので，本講座の続編で詳しく解説し
たい．なお，標高データは地形解析や傾斜量図に変換して
解析する手法が，初級者でも一般に普及しているので，続
編で解説したい．

6-2．Landsatデータ
衛星画像データとして1972年以来の蓄積があり，普及
しているLandsat画像は，複数バンドのラスター・データ
である．QGISウインドウのブラウザ・パネルをあけ（下
のタブをクリック），サブフォルダ
 ¥Image¥TM¥LC08_L1TP_107032_20131019_20170429_
01_T

を開けると，2個のテクスト・ファイルと12個のラスター・
データが収納されている．７号以前は30m分解能の可視
＋短波長赤外画像と60m分解能の赤外画像が提供されて
きたが，8号から第8バンドの広帯域可視画像が15mに，
第10と11バンドの赤外が100m分解能になり，他は30m
分解能になった（Fig. 78）．

Figure 78　TM OLI and TIRS definitions（NASA, 2013）.

分解能の異なる画像を組み合わせて一つのレイヤに直す
ことは簡易ではあるが，その解析に問題を残す．この節で
は，分解能が30mの画像だけ組み合わせる．
まず，ブラウザ・パネルでファイル名の最後がB1～B7
とB9のデータを選択クリックする（コントロール・キー
を押しながらクリックする）（Fig. 79）．

Figure 79　Multi-selection of TM in 30 meter resolution.

この方法では，単バンドごとに画像がレイヤとして表示
されるが，カラー画像を得ることができない．ブラウザ・
パネルだけからレイヤを得るのではなく，GRASS-GISの
ように，複数バンド画像を得るためのツールを活用するの
が一般的で普及している手法である．

QGISウインドウの上部の「ラスタ（R）」メニューをク
リックし，「その他」→「バーチャルラスタの構築（カタロ
グ）」サブメニューをクリックする．

Figure 80　Setting of virtual raster.

「入力に可視のラスタレイヤを使う」をクリックすると，
現在見えているLandsat TM画像が，この順番でレイヤに
構成される．出力ファイルは ¥Imagworkサブフォルダに
ファイル名を「TM1-9.vrt」として保存する．チェックマー
クを入れるのは「ソースデータなし（S）」，「分割（P）」「終
了時にキャンバスにロードします（L）」の左の矩形である．
最後に下の「OK」をクリックする（Fig.81）．１分待たず
に終了するはずなので，終了したらレイヤ・パネルの
LC08_L1TP_107032_20131019_20170429_01_T1_B1から
LC08_L1TP_107032_20131019_20170429_01_T1_B9まで
の左のチェックマークをはずして不可視化する．TM画像
の北半分が見えるように「全域表示（F）」アイコン をクリッ
クする．この段階では，通常，B1がモノクロ（単バンド）
で表示されただけなので，TM1-9レイヤをダブルクリック
する．

Figure 78 TM OLI and TIRS definitions(NASA, 2013).

Figure 79 Multi-selection of TM in 30 meter resolution.

Figure 80 Setting of virtual raster.
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Figure 81　TM image with bands 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, and 9 though the 

band 1 is only displayed.

レイヤプロパティ・ウインドウの「レンダータイプ」は
マルチバンドカラーに設定（既定値），「Redバンド」をバ
ンド5に，「Greenバンド」をバンド4に，「Blueバンド」を
バンド3に設定し，「コントラスト強調」を「最大 最小に
伸長する」（既定値）に設定，「最大値 /最小値のロード」
を開き，「累積戸数によるカット」にチェックマークが入っ
ていることを確認して既定値のままにし，「読み込み」を
クリック，下にある「適用」をクリックすると，古典的な
赤っぽいカラー合成画像が得られる（Fig. 82）．「仮想ラス
タの構築（カタログ）」ウインドウの下の「閉じる」をクリッ
クする．ここで再び「OK」をクリックすると，同じ処理
が繰り返されるので，「OK」を2度押ししないよう留意さ
れたい．

Figure 82　Color composite of TM bands 5, 4, and 3 for red, green, and 

blue or RGB=（5,4,3）.

TM第5バンドは0.845～0.885μmの帯域で，太陽のエ
ネルギー値が最高に近く，植生がある場合に大きな反射率
が得られるので，植生バンドと称される．近赤外なので，
人間の目には見えない帯域である．一方，red, Green, Blue

のバンド組み合わせを，TM9, TM7, TM4とすると，少し
異なる画像になり，明らかに雲の色が北と南で異なってい
る（Fig. 83）．

Figure 83　Color composite of TM9, 7, and 4 bands that assigned to 

red, green, and blue colors.

大館市付近をズームで拡大すると，やや詳細がわかる
（Fig. 84）.

Figure 84　Zoom-in image at Odate City. Light blue means rivers.

Figure 81 TM image with bands 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, and 9 though the band 1 is 
only displayed.

Figure 82 Color composite of TM bands 5, 4, and 3 for red, green, and blue 
or RGB=(5,4,3).

Figure 83 Color composite of TM9,7, and 4 bands that assigned to red, 
green, and blue colors.

Figure 84 Zoom-in image at Odate City. Light blue means rivers.
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6-3．ASTERデータ
ASTERデータのカラー合成画像を作成してみよう．

 ¥Image¥TerraASTER¥AST_L1T_00309232004013730_20
150506040013_121300

のサブフォルダの中に，大気補正した反射率データが入る
フォルダがある：
 AST_L1T_00309232004013730_20150506040013_12130
0.hdf_converted．
このフォルダを指定することで，14バンドのASTER

データを一つにまとめることができるが，分解能を高い方
ないし粗い方のどちらかに統一することが必要である（も
う一つ，中間的な分解能にすることも可能）．Landsat画像
を導入した時と同様，QGISウインドウの上部の「ラスタ
（R）」メニューをクリックし，「その他」→「バーチャルラ
スタの構築（カタログ）」サブメニューをクリックする．異
なるのは，「入力に可視のラスタレイヤを使う」ではなく，
「ファイルの代わりに入力ディレクトリを選択する」の左
端矩形にチェックマークを入れ，「入力ディレクトリ」の
右端の「選択」をクリックして，該当するフォルダを選択
する：
 ¥Image¥TerraASTER¥ AST_L1T_00309232004013730_2
0150506040013_121300¥ AST_L1T_00309232004013730
_20150506040013_121300.hdf_converted

なお，ここでは，フォルダとディレクトリは同一と考え
ていただきたい．「出力ファイル」には ¥Image¥workフォ
ルダの中に「ASTER_RT_ALL.vrt」という名前を入力して
「保存（S）」をクリックする．解像度の左端矩形にチェッ
クマークを入れ，既定値の「最高値」に設定する．これで，
全バンドが「15m分解能」に統一される．チェックマーク
を入れるのは，「ソースデータなし」，「分割（P）」，「終了
時にキャンバスにロードします（L）」である．設定が済ん
だら，下の「OK」をクリックする．画像が表示されたら「閉
じる」をクリックし，「OK」を2度押ししない（Fig. 85）．

Figure 85　ASTER image at the central part（dark bluish）of the figure 

on TM image.

ASTERデータの容量は小さいので，Landsat画像に比較
して遥かに短時間で（ほぼ瞬時に）画像が表示される．こ
の高速性は，QGISがラスター型GISであることにもよる
かもしれない．
わかりやすいため，TM1-9レイヤの左端のチェックマー
クをはずし，ASTER画像が大きく見えるようにズームす
る．ここで，ASTER_RT_ALLレイヤをダブルクリックし
てレイヤプロパティ・ウインドウをポップアップし，RGB

のバンド組み合わせを，03-02-01として，「最小値 /最大値
のロード」欄を開き，「読み込み」をクリックする．下の「適
用」をクリックすると，植生の多い赤を基調としたカラー
合成画像が得られる（Fig. 86）．

Figure 86　Color composite image of ASTER

（Color RGB = bands 3,2,1）.

ここに，バンド番号の一桁の値が1, 2, 3,…でなく，01, 
02, 03,…となっているのは，Windows OSの規則では，1, 2, 
3,…10, 11, 12, …という番号がある場合に，数字の順序で
はなく，1, 10, 11, 12, 2, 3, …という文字列の順序に変わっ
てしまうので，それを避けるためである．レイヤプロパティ
内のバンド番号を制御する手段が，今のところOS頼みで
あるところに，課題が残る．過去には，最小値 /最大値に
より確認を行う必要もあったが，ここで，留意すべきこと
は，その精度が高速の場合が規定値であり，大きなデータ
容量の場合は必ずしも実際の値と等しくならないことが
あったので，確認が必要な場合は，「制度」を「実際の値（低
速）」に設定変更する必要がある．

6-4．投影法の変更
地質調査総合センター（2016）のASTERデータが緯度
経度の投影法になっているのに比較して，USGSのLandsat

とASTERデータはUTMで投影されたデータである．これ
まで説明を省いてきたが，QGISウインドウの右下にCRS

（Coordinate reference System）制御のコーナーがあり，現在
は，当初，データを導入した国土地理院の日本列島GISにFigure 85 ASTER image at the central part (dark bluish) of the figure on TM image.

Figure 86 Color composite image of ASTER
(Color RGB = bands 3,2,1).
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合わせて，ずっと ITRF（JGD2000, EPSG4612）で投影され
てきた．QGISウインドウの右下にCRSコーナーに（OTF）
という表示があるのは，OnTheFlyの意味である．このコー
ナー（EPSG4216の文字を含む）をクリックすると，「プロ
ジェクトのプロパティ |CRS」ウインドウがポップアップす
る．右欄の最上部「オンザフライCRS変換（OTF）を有効
にする」の左端にチェックマークがついているのは，既定
値である．ここに，本地域のUTMゾーンである54Nを「フィ
ルター」欄に入れてみると，右側の下欄にWGS 84 / UTM 

zone 54N EPSG32654」が現れるので，それをクリックし
て下の「OK」をクリックする（Fig. 87）．

Figure 87　Coordinate reference System（CRF）.

すると，Figure 88のように，緯度経度投影に見られた
南北に圧縮されたように見える図（距離を角度で表現）で
はなく，正方形を斜めにしたような矩形画像として表示
される．

Figure 88　WGS84 / UTM zone 54 projected ASTER（RGB=3,2,1）

and TM（RGB=9.7,4）images.

UTMでは距離の歪みが6/10,000以内に収まるように設
計されている．画像処理は，距離を角度でなくメートル単
位で解析することが多いので，今後はUTM投影変換を主
にして続けたい .

QGISを終了する時，終了時の状態を保ちたいので，
QGISウインドウの上部アイコンの「保存（S）」をクリック
するか，メニューの「プロジェクト（J）」をクリックして，「保
存（S）」サブメニューを選択クリックする．FirstStage1.qgs

に上書き保存するのに若干の時間が必要なので，数十秒程
度（1分以内）待ってから，QGISを終了するとよい．

７．おわりに
本講座の基礎となる衛星画像解析については，小池・古
宇田（2016）でレビューした．その後，2016年に大東文
化大学・社会地質学会と共催でGIS講習会を開いたところ，
地質図出版の責任者だった方から，日本情報地質学会の会
員なら誰もがGISのプロフェッショナルのはずで，講習会
など不要ではないか，と強く指摘されたことがあった．確
かにGISを熟知されている方なら，本講座のような内容は
不要である．2016年の講習会においても，日本情報地質
学会の会員の参加者は1名で，他は日本情報地質学会の会
員ではない方々ばかり，過半が法文系の方々だった．
日本情報地質学会の方々がGISを熟知されているなら，
積極的に「プロ未満」の方々を新たに日本情報地質学会に
誘うため，参考資料を講座の形で公開する意義もあろうか
と思う．
しかし，ベクトル型データを主とするGISを衛星画像解
析と組み合わせる方法は，必ずしも世の中で普及している
とは言い難かったかもしれない．現在は普及の途上にある
という認識である．
一方，FOSSを使ったGISを含むアプリの開発は世界的
に大きく進展しており，多数のボランティアが参加して寄
与したので，「集合知」とも呼ばれている．GISは，防災や
資源探査に頻繁に使われるようになり，アジア・アフリカ
諸国を中心にユーザー拡大が著しい．地質分野でも，デー
タが利用可能になった現在，一層の普及が望まれる．
国内に限ってみると，自治体や農林業，環境関係のGIS

業務に，アプリとしてのQGISは普通に使われている．衛
星画像との組み合わせ解析も普及してきたと言えるだろ
う．一方，地質（あるいは，地球科学）のGIS利用は，こ
れまで大きな発展を遂げてきたとは，必ずしも主張しにく
いかもしれない．しかし，地質調査総合センター（産業技
術総合研究所）の公開する様々なGIS化された地質図類が
入手しやすくなり，オープンデータ政策の下に，衛星画像
は最も低コスト（ないしフリー）で入手でき，全世界を対
象に解析可能な「普通」のデータとなっている．関係者の
熱い思いに頭が下がるばかりである．このような近年の環
境変化から，是非，普及したオープンデータを活用する一
助になりたいと考えた次第である．

Figure 88 WGS84 / UTM zone 54 projected ASTER (RGB=3,2,1) and TM 
(RGB=9.7,4) images.

Figure 87 Coordinate reference System(CRF)
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そこで，日本情報地質学会会員を中心に，この分野の「普
通」な理解の確認と促進，老若を問わない初心者のための
手引きとして，操作方法を詳しく解説する本講座を企画
した．
今後，数回にわたって続ける予定で，次回はgeoreference

や高解像度画像データの活用等と共にまとめる予定である．
本講座のような内容を，実は，アジア・アフリカ諸国の
資源探査の専門家相手に，30年以上，毎年繰り返してきた．
もし，本講座を読まれて「こんな簡単なことは，昔からよ
く知っていた」と自慢される方が多いとしたら，QGISの
普及を示していると考えられるので，大変喜ばしいと思わ
れる．
読者諸賢の忌憚なきご意見をいただき，よりよい内容に
ステップアップしていきたいので，ご意見等は直接筆者ま
で，あるいは，日本情報地質学会のURLサイトからご投
稿いただければ幸甚に思う次第である．
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　　　要　旨

QGISによるGISと衛星画像解析（第１回　導入編）

 古宇田　亮一

フリー・オープンソース・システム（FOSS）は科学技術における多様なアプリケーションを活用することに有用
である．また，経済協力開発機構（OECD）諸国は，政府と自治体の公的なデータをオープン・データとして自由に
使うことができるように提唱し，最近10年間で全世界的に衛星データとGISデータが統計データと共に公開される
ようになった．QGISは代表的なFOSSのGISアプリケーションとして知られており，多くのプラグインによってさ
まざまな解析ツールが提供されており，オープン・データと合わせて使うなら，業務の第一歩として最小限のコス
トから始めることができる．この入門的な講座では，QGISをオープン・データ，特に衛星画像データと共に使うた
めの基本を学ぶことになるだろう．

キーワード：地理情報システム（GIS），衛星画像解析，プラグイン，QGIS，FOSS
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